
研究論文

306  荻原 :ア メリカの環境教育における環境行動の教授について

アメリカの環境教育における環境行動の教授について

荻 原   彰
三重大学教育学部

A status study on responsible environmental behavior
in environmental education in the US

In this study, I examine the arguments of instruction for responsible environmental behavior (REB) in

environmental education in the U. S. A.

The following subjects are considered:

1. Relationships between REB and other environmental education goals

It is widely thought that REB is the ultimate goal of environmental education, and that REB is

achieved in parallel with other environmental education goals.

2. Relationships between REB and contributing factors

Many studies of contributing factors of REB found some major factors, such as environmental

sensitivity, locus of control and knowledge of action strategies. On the other hand, criticism of these

studies exists.

3. Contents of REB found in excellent curriculums in the U. S. A.

REB is to be categorizedby persuasion, consumerism, political action, and ecomanagement. I review

strategies for promoting these categories of REB.

4. Relationships between REB and education reform.

In the environmental education community , REB is thought of as an effective tool for education

reform.

Finally, I make some suggestions pertaining to environmental education in Japan.

Key words: United States of America, environmental education, environmental behavior, education
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定し,「責任をもって環境を守るための行動が とれる

|.は じめに                    ような態度を育成することは極めて重要である.」 と

2004年 に公表された,環境省の「環境保全の意欲の   や は り行動 の重 要性 に言 及 してい る (文 部科 学    .
増進及び環境教育の推進に関する基本的な方針」では   省92004).こ れらに示されるように,環境教育にお

「環境教育については,知識の取得や理解にとどまら   いては,知識や感性だけでなく,行動も重要な教育目    ‐

ず,自 ら行動で きる人材 をは ぐくむことが大切で   標 となってお り,環境教育における行動の教授につい    |

す.」 (環境省,2004)と述べ,環境教育において,行   ての知見の蓄積が望まれる.

動を重視するべきことを述べている.ま た,文部科学    一方,ア メリカに目を転 じてみると,ア メリカの代    |
省においても同年,環境教育推進グリーンプランを策   表的な環境教育先進州であるウィスコンシン州教育局    |

」



の環境教育カリキュラム・ガイドである「環境教育に

お け る カ リキ ュ ラム計 画 ガ イ ド (A Guide to

Curriculunl Planning in Environmental Education,

Engleson and Yockers,1994)」 には「環境教育の他

の目標をすべて教授 したとして も,そ のような経験

(環境に対する責任ある行動をさす・・筆者注)が与

えられることがないのは,自 動車の運転についてのマ

ニュアルを教えられて,実際の運転経験がないのと同

じようなものだ」と述べ られている.こ の言明に象徴

的に示 されるように,「環境 に対する責任ある行動

(responsible environmental behavior)の 開発と促進

という目標は環境教育の教育者の間では広 く受け入れ

られている」 (Culen,2001)と いえよう.

環境教育の日標構成において,こ のように環境行動

(環境に対する責任ある行動 を以下,環境行動 と呼

ぶ)が重視されていることを反映し,環境行動に対す

る心理学的 0教育学的な議論 も多年にわたって行われ

てきている.ま たその中には, 日本の環境教育にとっ

て重要な示唆を与えてくれるものも含まれている.

本研究はアメリカの環境教育における,環境行動に

ついての議論を概括 し,ま たその結果を踏まえて, 日

本の環境教育に対 してどのような示唆が得られるか ,

検討を行うことを目的としている.

論文の構成は以下の通 りである.Ⅱ .Ⅲ 。で環境教

育の目標構成や各種個人特性の中で環境行動が持つ位

置づけについて述べる.Ⅳ .で環境行動の具体的な内

容について,V。 で,近年提起されている学力との関

連について述べる.Ⅵ .でまとめを行い,最後にⅦ.

で日本の環境教育への示唆について触れることとす

る.

‖口環境行動の位置づけ

Culen(2001)は Stapp,Hungerford,Wilkeな ど環

境教育の代表的な研究者達が,環境教育の究極的な目

標が環境行動にあるとしていることを指摘 している.

また HungerfOrd,Peyton and Wilke(1980)は 環境教

育の日標を 4つのレベルに分け, レベル 4の「環境行

動に必要な技能レベルー訓練 と適用」の中に環境行動

を置き,知識等,他の環境教育の目標の上位に環境行

動を位置づけている.

このように環境行動は,一般に知識等,他の環境教

育の要素よりも高いレベルの目標,究極的な目標に位

置づけられていると言えよう.しかし,こ のような環
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境行動の位置づけは,知識等の習得の後でなければ,

環境行動を扱えないということを意味しているわけで

はない.た とえば,北米環境教育連盟のガイドライン

で は環境教 育 に 4つ の領域 を設 定 し,「第 3領 域

(Strand 3)」 の中で環境行動を扱っているが,環境

行動はすべての学年区分 (pre,K-4, 5-8, 9-
12)で取 り上げられてお り,知 識などの獲得 と同時

に,それと平行 して環境行動が扱われている (North

Arnerican Association for Environmental]Education,

2004)。 また,「行動に移そう (Taking Action,Council

for Environmental Education,2004)」 には環境行動を

取 り込んだ多数の教育実践が紹介されているが,そ こ

では,環境行動を行うことを通 して,児童・生徒の知

識の獲得や自己効力感の向上が起こることが指摘され

ている.こ の場合は知識の獲得などの教育目的を達成

する有用な手段 として環境行動が位置づけられてお

り,時間的には,環境行動と知識の獲得が同時に起こ

ることになる.

Ⅲ.環境行動の要因

環境行動に関与する要因,す なわちどのような要因

が環境行動に強 く影響するのかということについて明

らかにしようとする研究が,社会学の背景を持つ研究

者により行われてきた.た とえば,ThedOri and Luloff

(2002)は 環境問題に対する態度や行動選好 を調査

し,行動選好については,教育程度,収入,政治信条

(リ ベラルか保守的か)と いう各要因が有意に影響 し

ていることを見いだした.ま た Tindall,Davies and

Mauboules(2003)は 性による環境行動の違いを調査

し,環境運動への参加という点では,有意な性差が見

いだせないが,エ ネルギーの節約などの日常的行動に

おいては女性の方が男性よりも有意に行う率が高いこ

とを報告している.

一方,教育という観点で考えるならば,性など教育

に左右されない要因による行動の違いよりも,知識な

ど教育によって一定程度コントロールできる要因によ

る行動の違いがより重要である.こ の点についての研

究も,環境教育の研究者により,80年代以降,非常に

活発に行われ,多数の論文が発表されている.た とえ

ばSivek and Hungerford(1989)は 3つ の市民団体

の会員を対象とした調査で,環境行動に特に強く関与

すると考えられる3つの要因,す なわち「環境行動の

方略を使用できるという自己認知 (Perceived Sklll in
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Using En宙 ronmental Action Strategies)」 ,「環境感受

性 (En宙 ronmental Sensiti宙 ty)」 ,「統 制 の 位 置

(Locus of Control)」 を見いだしている°).

また MarcinkOwski(2001)は ,Sia,Sivek,そ れに

Marcinkowski自 身の 3つの博士論文を比較 し,環境

行動に強 く関与する要因として,共通に指摘されてい

るのは,統制の位置,環境行動の方略についての知識

と技能,環境感受性であったと述べている.

これらの議論を総括 し,行動に関与する要因を総合

的なモデルにまとめあげたのが HungerfOrd and Volk

(1990)で ある.それによると,環境行動を行うため

には 3段階の要因がある.第 1段階は環境行動への入

り口であり.それに関与するのは「入 り口段階に関す

る変数
②

(Entry level variables)」 とよばれ,環境感

受性が主要因となる.第 2段階は環境問題を自分の間

題として受け止める段階であり,それに関与する要因

は「当 事 者 意 識 に 関 す る 変 数 (Ownership

variables)」 と呼ばれ,環境問題への深い知識 と,環

境及び環境問題への傾倒が主要因となる.第 3段 階

は,無力感に陥らず,問題を解決できるのだという感

覚を身につける段階であ り,そ れに関与する要因は

「主体 的力 量 形 成 に関す る変 数 (Empowerment

variables)」 とよばれ,統制の位置,行動への意思 ,

環境行動の方略についての知識 と技能が主要因とな

る.以上に示したような,環境行動に関与する要因の

同定と要因間の関連の構造化に関する一連の研究は,

伝統的な環境教育のモデル,す なわち,環境について

の知識を十分に与えておけば,環境に対する態度も変

化 し,ひいては環境行動に取 り組めるようになるとい

うモデルを反証 し (Winther,2001),環 境行動に関

与する諸要因を明らかにした意義深い研究であると言

えよう.

一方,上に述べたような,環境行動に影響する諸要

因に注目した研究の手法に対する批判を行っている論

者も見られる.Robottom and Hart(1995)は ,環境

教育における環境行動研究の主流とも言うべ きこのよ

うな環境教育研究者を「人間の行動の予測 とコン ト

ロール」を目指 しているという意味で「行動主義者

(behaviorist)」 と呼び,個 人の環境行動を形成する

諸要因に焦点をあてている結果,「個人やグループの

行動に意味と意義を与える歴史的,社会的,政治的文

脈をほとんど考慮に入れていない」と批判 している.

環境問題は個人の行動の累積 とも言えるが,一方で ,

社会構造に深 く根 ざしているという側面を持ってい

る.個人の特性に注目するという研究手法のみでは,

環境問題の政治性 0社会性を等閑視することになりか

ねず,Robottomの 主張には傾聴すべ き論点が含まれ

ているといえよう.

Ⅳ.環境行動の内容

環境行動 とは具体的にはどのような行動であろう

か .

ウ ィス コ ンシ ン州 の カ リキ ュ ラム・ガ イ ドは

Hungerfordを 援用 し,環境行動を説得 (他の人を環

境行動へ 向か うよう動機づ ける論理的・情緒的訴

え),消 費行 動,政 治 行 動,法 的行 動,環 境 管 理

(ecomanagement,生態系の復元のように環境へ直

接働 きかける行動)の 5つ に分けている (Engleson

and Yockers,1994).一 方,WILD(ア メリカの代表

的環境教育カリキュラム)では,教育アプローチ,説

得アプローチ,経済的アプローチ,環境管理アプロー

チ,政治行動アプローチ,法廷アプローチに分けてい

る (Council for En宙 ronmental Education,2004)。 教

育アプローチと説得アプローチは,後者の方が特定の

行動への動機付けに焦点が絞 られているものの,ほ ぼ

上述のカリキュラム・ガイドの説得に該当する行動で

あり,ま た経済的アプローチは上述の消費行動にあた

るので,WILDと カリキュラム 。ガイドでは概ね一致

した分類をしている.ま た Winther(2001)は 法的行

動は初等・中等教育では困難であるとして,環境行動

を説得,消費行動,政治行動,環境管理の 4つ にして

いる.環境教育における環境行動の促進についての研

究の第一人者である Hungerfordは ,環境行動を,説

得,消費行動,政治行動,環境管理,法的行動の 5つ

に分 けてい るが (Ramsey, Hungerford, Tomera,

1981)近 年の Hungerfordは説得,消費行動,政治行

動,環境管理の 4つ に分けている (HungerfOrd,etc。 ,

2003),こ れ らのことか ら考 え,環境行動 は概ね説

得,消費行動,政治行動,環境管理の 4つ に分類でき

ると考えてよいであろう.

ここではアメリカの代表的な環境教育カリキュラム

と して,「地 球 の上 で の穏 や か な生 き方 (Living

Lightly on the Planet,0'corner, 1995, 'ユ T LLPと

略記する)」 ,「おお け ばらしき湿地よ (Wowl The
Wonders of Wetlands,Kesselheiln et al. 1995, 主人下

WWWと 略 記 す る)」 ,「樹 木 を 学 ぶ (PrOject



Learning Tree,AInerican Forest Foundation,1996～

1998,以 下 PLTと 略記する」,フ ー ド・ファース ト 0

カリキュラム (ル ービン,1984,以 下 FFCと 略記す

る),「環境科学のアクテイビティ・キット (Environ‐

mental Science Activities Kit,Roa, 1993, 以
~下

ESAK
と略記する)」 ,「無駄をなくすために (A―Way with

Waste,Anderson and Campbell, 1996, 以下 AWW
と略記する)」 を,ま た環境行動についての,す ぐれ

た教育実践を取 り上げた PrOject wILDの 「行動に移

そう (Taking Action,前 掲,以下 TAと 略記する)」

をとりあげ,上記 4つのカテゴリーの環境行動を促進

する方略としてどのようなものが見られるか,それぞ

れについて具体例を挙げながら概観する.なお以下の

各種行動は単独で扱われることは少なく,一つの教材

や実践の中では,い くつかの行動が組み合わされてい

ることが普通である.

1 消費行動

消費行動改善のための方略には様々なものが見られ

たが,大 きく分けると次の 5つ に分類できる。

a.欲望と必要の区別

ESAKの 「必要 と欲望 (wants and needs)」 は

「我々は車,テ レビ,ヘ ア ドライヤー,電子 レンジを

持っている。われわれは紙ナプキン,ア ルミ缶を使い

捨てている.し か しこれ らは本当に必要なのだろう

か」と問いかけ,「必要とはどのような文化に属 して

いるかに関わりなく,すべての人に共通である.欲望

は文化 によって異なる」「物理的な必要品は食物 ,

水,空気,住居であり,物理的な必要以外に友情,愛

情,安心感,自 分が価値あるものとされているという

感覚を必要とする」として,必要と欲望の区別を説い

ている.ま た具体的には,老人が学生の頃にどのよう

に暮らしていたかインタビューし,現在と比べてみた

り,テ レビなど8種の製品について,各人に絶対に必

要なものか,贅沢品か,どちらにもあたらないものか

分け,その結果を話 し合うなどにより,各自の物に対

する考え方を再考させる構成になっている.こ のよう

に欲望と必要の区別を考えさせることによって消費行

動の改善を図る方略が見られる.

b.実態調査とそれによる意識の喚起

「無駄を見つけよう (Waste watchers,PLT))で

はアメリカの一人当たリニ酸化炭素排出量が他国に較

べて際立って多いことを説明し,ア メリカ人の生活習

慣の改善を訴えている.こ の教材では電気について取
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り上げ,各 自による家庭での 1週間分の電気量の読み

取 り,ク ラス全体の総電気使用量の算出, lkWh当
た り0.65kgの二酸化炭素の排出というパラメーター

を使って,二酸化炭素排出量の算出というように実態

調査から二酸化炭素排出量を推定している.そ の上で

家庭での生活習慣をチェック表に基づきチェックし,

家庭でのエネルギー節約を実践するという構成になっ

ている.

「学校でのリサイクルのや りかた (How to recycle

in school,AWW)」 ではリサイクルに際して,ニーズ

アセスメント (金属,プラスチック,紙類など,学校

で何が購入され,何が捨てられ,何がリサイクルされ

ているのか調べる),市場調査 (地域のリサイクル業

者が引き取ってくれるもの,容器などリサイクル業者

が提供 して くれるサービス等の調査),リ サイクルの

実行と言った手順をとっている.

このように実態調査に基づいて意識喚起やリサイク

ル等の実践をねらう方略が見られる.

c.製品の環境負荷を考慮 した購入・使用

「賢明な消費者になるための食料品店め ぐり (A

Careful Consumer's trip to the grocery store,

AWW)」 では地域の商店で販売 しているジャガイモ

を材料としたできるだけたくさんの製品を調べ,パ ッ

ケージの大きさ, 1ポ ンド当たりの値段などを調べ
,

加工とパッケージがコス トにどう反映するのか,高度

に加工されていくにつれて,食物に何が付加されて行

くのかなどを考察し,廃棄物を最小にするような買い

物をするよう勧めている.こ のように製品を加工や

パッケージ,リ サイクルなど様々な側面から考察し,

環境負荷を分析 して,負荷の少ない賢明な購入・使用

行動へ導こうとする方略が見られる.

また「より安全な品を (Safer Subs,AWW)」 は有

害物質を含む家庭用品の広告を「広告業者はその製品

の与える,健康や環境への潜在的な脅威について言及

しているか」等について議論するよう求め,広告に眩

惑されないで環境や健康を考慮 した購入を行うよう勧

めている.こ のように商業主義に惑わされない購入を

ねらいとする場合もこの項に分類できると考えられる.

d。 代替

c。 で述べたように,製品の購入や使用に際して環境

への負荷を考慮することが求められている.こ のこと

は, どのような製品についてもあてはまるが,今回参

照 したカリキュラム 0実践の中では,車及び有害物質

L
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を含んでいたり,有害廃棄物 となるような家庭用品に

ついては,他製品への代替が求められている.ま た肉

については,食物連鎖上の見地から,代替が示唆され

ている.以下,それらについて述べる.

(1)自動車の代替

「車は控えめに (We“ auto"drive less,ESAK)」

は,自 動車のために毎年数万人もの死者が出る事,都

市の 3分の 1の 土地が駐車場 と道路に使われている

事.大気汚染の半分以上,エ ネルギー消費の14%を

使っている事等をあげ,い ったい車はこれほどの代償

を払うに値するものなのかという疑間を投げかけ,車
から他の交通手段への移行を勧めている.ま た様々な

年代の人々に対 して,ガソリンがどのくらい高 くなっ

たら,車利用を減らすか,ア メリカが25%ガ ソリン消

費を減らさなければならないとしたら, どのような選

択肢を選ぶか (ガ ソリンの値段を上げる,石油を確保

するため軍事行動を起こすなどの選択肢が与えられて

いる)な どの意見調査を行うという内容も含まれてい

る.こ のように車がもたらす,環境的・社会的コス ト

をあげて,車利用から自転車や公共交通機関など他の

交通手段の利用への代替を推進 しようとする方略が見

られる.

(2)家庭用品の代替

「ラベルを読もう (Read the Label,AWW)」 は塗

料などのありふれた家庭用品に含まれている有害物質

への長期曝露がガン,遺伝子変異などを引き起こす可

能性があり,そのような効果がしばしば未知であるこ

とを警告 し,安全な代替品を考えるよう促 している.

「ゴミの山の一角 (The tip of the “wasteberg",

LLP)」 では家庭からの有害廃棄物は廃棄物の一部を

占めるに過ぎないが,飲料水などの汚染を引き起こし

うることを指摘 し,具体的な代替品をあげて (コ ー

ヒーポットクリーナーのかわりに酢,ガラス・クリー

ナーのかわりにアンモニアと石けんなど),安全な代

替品が容易に入手できることを説いている.こ のよう

に有毒物質を含んでいたり,有害廃棄物となるような

家庭用品について警告 し,安全な製品への代替を推進

しようとする方略が見られる.

(31 肉の代替

肉については,それを食べないように勧めるわけで

はないにしろ,肉 の消費の持つ問題点を指摘する例が

見 られる.「何 を食べ るか (Food What Food?,
ESAK)」 は「食物連鎖の低い段階のものを食べるこ

との環境的価値への理解の増大」を教材の目的として

あげ,牛の飼料として トウモロコシを使うよりも,人
が トウモロコシを食べる方がはるかに多 くンの人間を養

えることをあげている。また「もしも世界が 1つ の村

なら|ゴ (FFC)」 では世界の富裕な人々が穀物を肉に

変えて食べていることを指摘 している.こ れらは肉の

消費を別のものに代替することを直接求めてはいない

が,それを示唆していると考えられる.

e.他国との比較

アメリカの浪費的とも言える生活様式を取 り上げ,

他国,特に発展途上国と比較 して,生活様式を再考す

る方略である.こ れについては他の方略と重複する部

分もあり,ま た荻原 (2003)で詳しく述べたので,こ
こでは具体例を割愛する.

2 政治的行動

政治的行動について取 り上げている例では,政治家

や行政当局に手紙を書いて意見を述べるよう勧めた

り,地域の環境問題の公聴会への出席を勧めている.

政治行動を取 り上げることには 2重の意味がある.

一つは環境保全という目的を達成するために政治を使

う (た とえ|ゴ「石油の漏出を防ぐ厳格な航行規制を法

律にし,施行するように議員に圧力をかける」ことが

「石油漏出 !(Oil SpilH,ESAK)」 で述べられてい

る)こ とであ り,い わば政治をツールとして考えてい

る.一方で,「良き,市民であるためには,(政治に)

関与することが必要である (Be a good citizen,get

involved l)」 として,政治家に働 きかけることを求め

る「関わろう |(Get involved i,WWW)」 や,公有

地の利用を主題とし,政治家に効果的な手紙を書 く能

力や意欲を増進することを目的の一部としている「多

面的利用 ?多面的乱用 ?(Multiple Use or Multiple

Abuse?,ESAK)に 見られるように,民主主義の過程

を学ぶ政治教育という側面が強調されている.

また政治行動を求めるものではないが,価値観の対

立する問題において,対立する複数の主張に対 して,

政治の場で裁定を下すという構成になっている例も見

られる.た とえば「電磁場 (Electro Magnetic Fields,

PLT)」 では電磁波の規制の可否について,規制を主

張するグループ,規制に反対するグループ,上院議員

団という 3つのグループを学習者に割 り振 り,議員団

が,双方の主張を聞いて法律の必要性を判定する構成

になっている.

児童・生徒の政治行動が実際上の効果をもたらした



例もある.「騒音を減 らそう (Taking a Bite Out of

Noise,TA)」 では,ニ ューヨークのクリントン高校が

高架鉄道の騒音を測定し,交通局への請願や地域集会

を行い,それが功を奏 して騒音低減措置を講 じること

になった例が報告されている.こ の動きは他の高校に

も波及し,騒音に抗議する動きが交通局を動かして ,

市内全域で措置が講 じられるようになった.現在はク

リントン高校の生徒は交通局とともに騒音低減プログ

ラムのモニタとを行っている.

3 説得行動

「火災の管理 (Fire Management,PLT))で は,森

林火災が森林の自然のサイクルの一部であり,む しろ

森林の健全性を維持するために,必要であるという立

場から,森林近 くに居住 している市民が,森林火災か

ら,自 らの責任で住宅を守ることを促 し,住宅を守る

方法 (住宅周辺からの燃えやすい枯れ草などの除去や

住宅の材料の吟味など)についてのチラシや展示を作

成するよう指示している.こ のように学校や地域にお

いて,環境のためにどのような行動を取るべ きかを啓

発する活動が扱われている.啓発の方法は環境 フェ

アーでの発表,チ ラシ,地域の新聞への記事の寄稿 ,

地域の商店へのポスター掲示など様々である.大規模

なものとしては,テ キサス州デントンのデントン高校

エコロジー・クラブが,大学教授や環境グループなど

の講師を招いて行 う「母なる地球セ ミナー (Mother

Earth Seminar,TA)」 が知られている.こ のセミナー

には毎年300～500人が参加 している.

4 環境管理行動

環境管理行動には,校庭や公園への植樹・植草,巣

箱の設置など,様々な種類のものが見られ,概括する

ことが難 しい.し か し大まかに分類するとすれば,

「海のゴミを探偵する (Super Sleuths Track Marine

Debris, TA)」 (海岸のゴミ拾いとゴミの材質,由来

(商業,家庭,工業)の分類,写真撮影,収集ゴミの

データベースの構築等)の ような環境美化活動,「湿

地の生き物を応援する (Helping wetland habitats,

WWW)」 (池への植物の植え込みや鳥の休み場所の設

置,土質調査,池のデザイン等)の ような自然再生活

動ということになろう.

環境管理行動は,上述の例にあるように,環境に直

接働 きかける行動であるという性質上,学校の中だけ

での行動になることは少なく,地域の環境への直接の

貢献を目的とした行動が主になる.ま た,その場合 ,
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市民,行政,他の学校など様々な主体と協力して行動

することがしばしば見られる (た とえば,上述の海岸

のゴミ拾いの例では,海洋保全センターや青年連盟と

協力している)こ とがこの行動の特徴としてあげるこ

とができる.

∨.学力重視の教育改革と環境行動

1983年の「危機に立つ国家」 (教育の卓越性に関す

る国家委員会報告書)を きっかけとして,ア メリカで

は連邦レベルでも州レベルでも学力向上をねらいとし

た教育政策が次々に打ち出されている.こ の教育改革

の流れは数次にわたる政権交代の中でも強化される一

方であり,現政権においても「落ちこぼれを作 らない

ための初等中等教育法 (No Child Lei Behind Act,

日米理数教育比較研究会訳)」 が2002年 に成立 した.

この法律 で は「結果へ の責任 (accOuntability for

results)」 が 強 調 され,各 州 で の 学 習 内 容 基 準

(standards)の 設定とそれを測定するための標準テ

ス トの実施を規定している。環境教育界がこの教育改

革の大 きな流れに適切 に対応 しない と,Lieberman

(1995)が指摘するように,環境教育は教育の傍流に

追いや られて しまう危険性がある.実 際,Randall

(2001)は フロリダにおける学習内容基準とそれに基

づ く州の標準テス トの導入により,教師が標準テス ト

ヘの準備に追われ,PLTの ような,広範に利用 され

ていた環境教育カリキュラムの利用が低下してきたこ

と,成績の低い学校では,標準テス トで測定される読

み・書き・算以外の教育内容が軽視されざるを得ない

ことを指摘 している.

この ような厳 しい状況が あ りなが らも,Rusky

(1994),Simonns(2001)な どの指摘 に見 られるよ

うに,環境教育の指導者達は,む しろ環境教育を強化

する機会として教育改革をとらえてお り,「教育改革

の目的を達成するための手段 (SimOnns,2001)」 とし

て環境教育が有効であることを訴えている.で は環境

教育,と りわけ本論文で取 り上げている環境行動の教

授は,教育改革にどのように寄与すると考えられてい

るのであろうか.環境行動の教授は,知識の教授を直

接の目的としてはいない.し たがって学力調査で測定

するような学力に直接寄与するものではない.しかし

環境行動は学力向上に結びつ く様々な効果を持ってい

る.「行動に移そう (Taking Action,前 掲)」 に記載

された環境行動の効用を見てみると,「積極的で意義
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ある変化をもたらす力を自分たちが持っている」とい

う有能感がもたらされる.環境行動を共同的に行うこ

とにより,低学力生徒への動機づけがもたらされる.

批判的思考のスキルを練習することができることなど

があげられている.ま た読み,書 き,算などの「カリ

キュラムの様々な領域を (環境行動に)統合する」こ

とも指摘されている.

環境行動が学力向上に貢献することを実証的に示 し

ている例 も見 られる.「教育 と環境に関する州円卓会

議書(State Education and Environmental Roundtable,

以下 SEERと 呼ぶ)」 という機関が環境教育を行 うこ

とにより学力向上に成功 した学校の事例を集め,分析

を加 えた報告「学力の格差 を埋 める (Closing the

Achievement Gap)」 を作成 している (Lieberman and

Hoody,1998)が ,そ の中の事例を見てみると,た と

えばカリフォルニア州のオープン 0チ ャーター小学校

(Open Charter Elementary School)は 地域にある

Ballona湿 地の自然をテーマとして,そ れをめ ぐる学

習活動 (土壌構造の調査,塩分濃度の測定,校内の湿

地 で Ballonaの 植物 を育 て,Ballonaに 植 え戻 す な

ど)か ら構成されるカリキュラムを導入し,その後 ,

標準テス ト (StanfOrd Nine)の 成績が向上したと報

告されている.オ ープン・チャーターの教師は,環境

教育を中心としたカリキュラムに切 り替えたことが原

因であると考えている.一方,学習の前提 となる規律

の問題について触れられた事例を見ると,ハ ンチンド

ン中学校 (Huntingdon Middle School,ベ ンシルベニ

ア州)が,STREAMSと いう河川の水質調査やその

統計処理,そ の結果に基づ く市民や行政へのキャン

ペーンなどを組み込んだ地域参加型のカリキュラムの

導入により規律や欠席の問題を改善したという事例な

どが見られる.

上述の「学力格差を埋める (Closing the Achieve…

ment Gap)」 の他に環境教育と学力向上について,事
例をもとに実証的に論 じた報告は「有望なプログラム

と情 報 源 (PrOmising Programs and Resources,

National Education and Environment Partnership,

2002)」 ,「 アメリカにおける環境 リテラシーを理解

し, 実 現 す る (Understanding Environmental

Literacy in AInerica and WIaking it a Reality,Coyle,

2004)」 などがある (事例は一部重複 している).こ れ

らの報告に共通 しているのは,環境教育が一般的に学

力の向上に役立つだけではなく,と りわけ不利な立場

に立つ児童・生徒,た とえば貧困地区に居住 していた

り,黒人などのマイノリティに属する児童・生徒の学

力や規律の向上に役立っているということである.

Coyleは 環 境 教 育 の こ の 効 果 を教 育 的 平 等 化

(educatiOnal equalizer)と 呼 ん で い る (Coyle,

2004).

またやはり各報告に共通 して指摘されているのは,

疎外され,孤立しがちな上述の児童・生徒に対 して ,

地域社会への奉仕活動 (community service)を 行う

ことにより,学習への強い動機付けや有能感,共同で

行動することによる連帯感が育つことである.環境教

育における奉仕活動はその性質上,環境管理などの環

境行動が中核をなすことは言うまでもない.

共通に指摘されているこれらの環境教育の特質のう

ち,前者 (教育的平等化)は 「落ちこぼれをつ くらな

い (no child lei behind)」 という近年の教育改革の理

念に対 して環境教育が貢献できる可能性を示 し,ま た

後者 (奉仕活動)は ,そのような貢献において,環境

行動の教育が果たす役割が大きいことを示 していると

言えよう。

Ⅵ日本研究の結論

アメリカの環境教育における環境行動の教授につい

て述べてきた.本章では以上の各章で述べた事項のま

とめを行う.

1 環境行動の位置づけ

環境行動は環境教育の究極的な目標であると考えら

れているが,こ れは知識等,他の教育目標の達成後に

環境行動を扱うことを意味しているわけではない.実

際の教授活動の展開の上では,他の教育目標 と同時に

達成されていく。

2 環境行動の要因

どのような要因が環境行動に影響するかについては

多数の研究が見 られるが,HungerfOrd and Volk

(1990)は ,それらの要因を,入 り回段階に関する変

数,当事者意識に関する変数,主体的力量形成に関す

る変数の 3段階からなる総合的モデルにまとめあげて

いる.一方で,こ のような, もっぱら個人の特性に焦

点を当てる研究に対 して,歴史的・社会的・政治的文

脈を無視することになるという批判も見られる。

3 環境行動の内容

環境行動は消費行動,政治行動,説得,環境管理の

4つ に分類できる.そ のうち消費行動には欲望と必要



の区別,実態調査とそれによる意識の喚起,製品の環

境負荷を考慮 した購入・使用,代替,ア メリカと他国

との比較という,消費行動改善のための方略が見られる.

政治行動には,政治家等へ意見を述べること,公聴

会へ出席することが含まれ,環境教育であると同時に

民主主義の過程を学ぶ政治教育という側面も持っている.

説得行動は学校や地域において,環境のためにどの

ような行動を取るべきかを啓発する活動であり,環境

フェアーでの発表,チ ラシ,地域の新聞への記事の寄

稿,地域の商店へのポスター掲示などが見られる.

環境管理行動は環境に直接働 きかける行動であり,

環境美化活動,自 然再生活動に分類できる.市民,行
政など様々な主体 と協力して行動することが多い.

4 教育改革との関連

環境教育は学力向上に貢献できると考えられてお

り,ま たそれについての実証的な研究 も進みつつあ

る。とりわけ不利な状況におかれた児童・生徒の学力

向上への貢献が強調されている.ま た環境行動は,学
力向上に結びつ く環境教育実践の重要な要素としてと

らえられている.

Ⅶ.日 本の環境教育への示唆

前章までで,ア メリカの環境行動に関する教育を概

括 してきたが,こ こでは,そ れが日本の環境教育にど

のような示唆を与え得るか考えてみたい.政治行動の

位置づけなどいくつか考えられるが,こ こでは,学力

と関連する 2つ の事項に絞って述べてみたい.

1 環境教育と学力向上の結びつきについての議論の

促進

日本においても現行学習指導要領の施行前後から学

力についての論議が活発になり,近年は社会的・文化

的格差の拡大と学力との関連も論 じられている.ま た

教育行政においても,文部科学省が学力の悉皆調査を

行う方針を決めるなど,学力重視の方向へ急激に舵が

切られつつある.しかし環境教育と学力向上をどう結

びつけるのかということについて研究者や教育者の間

で十分な議論がなされているようには思えない。両者

が乖離したまま,学力向上の方向で政策や実践が進行

していくと,環境教育,と りわけ時間や手間のかかる

環境行動の教育が教育の傍流に押 しやられてしまう危

険性がある.

環境教育に携わる教育者・研究者は学力向上に向け

て政策を策定していく行政官や政治家,学力向上に焦
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点をあてた教育実践を行う教育者などと十分な意思疎

通を行い,ま たアメリカの SEERの ような,環境教

育と学力向上が両立することを実証的に示すプロジェ

クトを組織することが必要と考える.

2 学力の階層間格差を乗 り越える実践の発掘と理論

化

学力向上を目指 したアメリカの教育改革は,「落ち

こぼれを作らないための初等中等教育法」という法律

の名前が示すように,すべての児童・生徒,と りわけ

マイノリテイなど不利な立場におかれた児童・生徒の

学力向上に大きな力点が置かれている.そ の際,注 目

されているのがエフェクティヴ・スクールの存在であ

る.エ ドモンズは大規模な学力調査の結果から,マ イ

ノリテイや低所得家庭の子どもに白人や中産階級の子

どもに劣らない基礎学力をつけることに成功 している

学校,す なわち,学力の階層間格差を乗 り越える力の

ある学校 を見出 し,そ れを「効果のある学校」 (エ

フェクテイヴ・スクール)と 呼んでいる (鍋 島祥郎 ,

2003).

「効果のある学校」についての研究はこのようにア

メリカで開始 された ものであるが,「効果のある学

校」自体はアメリカだけでなく, 日本においても存在

していると思われる.実際,エ フェクテイヴ・スクー

ル論を日本において積極的に展開している鍋島祥郎

(2003)や 志水宏吉 (2003)は ,被差別部落の学校の

丹念なフィール ドワークから「効果のある学校」を見

出し,その特徴を抽出している.注 目すべきは,それ

らの実践では基礎学力の充実のみに集中しているので

はなく,「子 どもたちの自己学習能力を,国 内外の多

様で多元的な社会の現実や,人権問題や地球環境問題

をはじめとするさまざまな社会問題とのかかわりのな

かで育成」 (鍋 島祥郎2003)す ることをめざした総合

的な学習が組み込まれていることである.エ フェク

テイヴ・スクールを作 り上げてきた教師たちは上記の

ような,いわば「生きた学力」を目指 した実践を教育

の一つの柱に据えているのであ り,そ こに環境教育の

根付 く素地は十分にあるといえよう.

筆者にはこのようなエフェクテイヴ・スクールが決

して稀な事例とは思われない.生活綴方に見られるよ

うに,日 本の教師は古 くから,地域に学び,地域を見

つめ直す学習を通 して学力を育成する試みを積み重ね

てきた.その中には環境行動につながる要素も多数見

られるはずであり, 日本の優れた教師達が積み重ねて
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きたこれらの実践を「環境教育と学力」という視座か

ら発掘 し,理論化 していく作業が求められていると考

える.

江

(1)「 Perceived Skillin Using Environmental Action

Strategies」 の訳は,こ の用語に対する Hungerford

and Volk(1990)の 説明を参照 して訳 した.環境感

受性 は「環境へ の共感的な見方 (Engleson and

Yockers(1994)」 をさし,「統制の位置」とは,何
か物事が起こる際に,自分がそれをコントロールす

る手段を持っていると感じるのか (Internal Locus

of Control),そ れともコントロールできないと感じ

るのか (External Locus of Control)と いう心的傾

向をさす。

Internal Locus of Controlを 持つ人の方が環境行

動に積極的になるとされている.

(2)石崎 (2004)は Entry level variablesを 「入 り口

段階に関する要因」,Ownership variablesを 「当事

者意識に関する要因」,Empowerment variablesを

「主体的力量形成に関する要因」と訳 している.こ

こではその訳に従っているが,variablesは 変数 と

訳すのが妥当と思われるので,「要因」を「変数」

に置き換えている.
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